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客船「ふじ丸」で屋久島巡り
脱工業港のステップに

開
港
５０
周
年
を
迎
え
る
姫

路
港
の
活
性
化
へ
、
同
港
を

発
着
す
る
豪
華
客
船

「ふ
じ

九
」
⌒２
万
３
２
３
５
ト
ン
）

に
よ
る
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
が
７
月
２６
日
か
ら
３
日
間

行
わ
れ
る
。
工
業
港
の
イ

メ
ー
ジ
が
先
行
す
る
姫
路
港

に
客
船
の
寄
港
を
呼
び
込
ん

で
観
光
振
興
に
も

一
役
買
お

う
と
、
姫
路
港
ポ
ー
ト
セ
ー
ル

ス
推
進
協
議
会

（会
長
・五
百

蔵
俊
彦
副
知
事
）
が
経
済
・観

光
団
体
、
旅
行
会
社
な
ど
で

構
成
す
る
全
国
ク
ル
ー
ズ
客

船
誘
致
連
絡
会

（本
部
。東

京
）
に
加
入
、
「タ
ル
ー
ズ
船
で

５０
周
年
の
節
目
を
飾
り
た

い
」
と
内
外
航
の
大
型
客
船

誘
致
を
進
め
て
い
た
。

姫
路
城
と
同
時
期
に
世
界

（自
然
）
遺
産
登
録
さ
れ
た
鹿

児
島
県
屋
久
島
を
巡
る
コ
ー

ス
で
、
「ふ
じ
丸
」
の
姫
路
寄
潜

は
０６
年
２
月
以
来
３
年
半
ぶ

り
と
な
る
。

姫
路
港
飾
磨
埠
頭
は
税
関

支
署
や
入
国
管
理
局
出
張

所
、海
上
保
安
部
も
あ
り
、外

航
客
船
の
受
け
入
れ
態
勢
は

整
っ
て
い
る
が
、
昨
年
、
輸
出

入
貿
易
総
額
が
開
港
以
来
の

最
高
額
を
記
録
す
る
な
ど
、

工
業
港
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。

一
方
、
半
世
紀
に
わ
た
る
歴

史
の
中
で
、
ク
ル
ー
ズ
船
は
審

港
地
が
急
濾
変
更
さ
れ
た

り
、
地
元
関
係
者
の
チ
ャ
ー

タ
ー
便
が
寄
港
す

る
だ
け

で
、
国
際
観
光
都
市
を
標
榜

す
る
う
え
か
ら
も

「工
業
港

一
辺
倒
」
か
ら
の
脱
皮
が
課

題
と
さ
れ
て
き
た
。

「ふ
じ
丸
」
は
優
雅
な
船
体

か
ら

「海
の
プ
リ
ン
セ
ス
」
と

も
称
さ
れ
る
豪
華
客
船
。
（定

員
６
０
０
人
）
。
今
回
は
初
め

て
地
元
の
神
姫
パ
ス
（姫
路
市

駅
前
町
い
上
杉
雅
彦
社
長
）
が

チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
。

２６
日
朝
に
姫
路
港
を
出

港
、
翌
日
に
屋
久
島
・奮
之
浦

新
港
に
入
港
し
て
上
陸
．
樹

齢
約
３
０
０
０
年
と
い
わ
れ

る
最
大
の
塵
久
杉
な
ど
を
見

物
し
、
２８
日
夕
、
姫
路
に
帰
着

す
る
船
内
２
泊
３
日
の
プ
ラ

ン
。募
集
定
員
４
０
０
人
、
料

金
は
１
人
最
高
２９
万
８
０
０

０
円
か
ら
最
低
６
万
８
０
０

０
円

（全
食
付
き
）
で
、
同
社

営
業
所
の
あ
る
１７
地
区
で
受

け
付
け
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ

姫
路
港

は
、
戦
後

の
１
９

５
１
年

に
飾
磨

、
広
畑

、
網
千

港

３
港

を
合

わ

せ
た
姫

路
港

と
し
て
重
要

港
湾

に
指

定

さ

れ
、
５９
年

４
月

に
開
港
。
６７
年

に
国

の
特

定

重
要

港
湾

に
指

定

さ
れ

た
の
を
機

に
岸

壁
建

設
な
ど
港
内

整
備

を
進

め
て

き
た
。

４
月

で
５。
周

年

を
迎

え
る
の
を
機

に
、
昨

年

８
月

に
は
井

戸
敏

三
知
事
を
会
長

に
記
念
事
業
実

行
委
員

会

が

発
足
．

５
月

の
大

型
連

体

か

ら
７
月
の

「
海
の
日
」
に
か
け

て
、
記
念
式
典

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
大
型
帆
船

「
海
工
九

」
寄

港
、
臨

海

工
場
群
見

学

の
産

業
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
子
供

を
対

亀

と
し
た
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
、
釣
り

大
会

、
恒
例
の

コ
爆
路

み
な
と

祭
り
」
花
火

大

会

な

ど
の
イ

ベ
ン
ト
計
画
を
進

め
て
い
る
。

プ

ラ
ン
の
推

進

役

と

な

っ

た
ポ

ー
ト

セ
ー
ル
ス
推

進

協

事

務

局

長

の
水

田

裕

一
部

・

は
同
社

（０
７
９
・２
８
９
・　
飾
磨
海
運
社
長
は

「船
旅
の

０
１
１
１
）
な
ど
。　
　
　
　
　
醍
醐
味
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

と
と
も
に
、
今
後
の
ク
ル
ー
ズ
　
を
海
に
向
け
る
き
っ
か
け
に

船
寄
港
へ
の
弾
み
、
市
民
の
目
　
な
れ
ば
」
と
話
し
て
い
る
。
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